
実施期間 ６月１７日～１１月２５日

埼玉支部

～私たちは介護のプロを応援します～

（公財）介護労働安定センター

令和７年度

介護労働講習（実務者研修を含む）

掲載している写真・氏名等の個人情報につきましては、予めご本人の承諾を得て掲載しています。



修了者へ贈る言葉

修了おめでとうございます

皆さん「介護労働講習（実務者研修含む）」修了おめでとうございます。
皆さんは、経歴も年齢もまちまちで、当初は戸惑いや不安もあったのでは

ないでしょうか。
「社会人となって再度こうして学びの場で学習することができ、とてもよ

い経験になりました」と感想をいただきました。

この先、皆さんは、介護業界の担い手として活躍が期待されるところです。
本講習で学んだ知識・技能は大きな財産となります。
今ここから新たなスタートラインに立ち、再び力強く前に進んで頂きたい

と思います。本講習をやり遂げた修了者の皆さんなら、次の目標もチャレン
ジして進んでいけるはずです。
おわりに、円滑な講習が運営できました事に感謝申し上げると共に、

皆さんの今後の益々のご活躍とご健勝を祈念してご挨拶とさせて頂きます。

埼玉支部職員一同



開講式

講習初日。「接遇・マナー講習」からスタート。

グループワークを通して学びを深めます。

入校おめでとうございます！

グループごとに発表。
経験豊富な講師が事例を交えながら講義。

講習の様子



シーツのたたみ方も大切！基本からしっかり学びます。

車いす体験を通じて、利用者様へ
の理解も深まりました。
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講師の説明を受けながら実際に体験しました。

福祉機器・福祉用具の種類の多さに
驚きの声があがりました。

姿勢、強さなど確認しながら、二人一組で演習しました

講習会場に介護タクシーが来てくれました。
乗り心地はどうですか？

救急蘇生演習

介護タクシー

福祉用具見学

手当ての基本、胸骨圧迫や人工呼吸の方法、
AED（自動体外式除細動器）の使い方などを学びます。



高齢者の食事について講義の後、皆で試食。
教室あちらこちらから「美味しい！」の声が。

グループごとにレクリエーションを企画し、発表。レクリエーション

高齢者の食事

オンライン講習

講習会場とオンライン講習のハイブリッド
で行います。



介護PR隊の方から直接話を聞きました。
介護職へのイメージが膨らみます。就職支援

【ハローワークによる就職支援】
就職相談や応募書類の確認など、より具体的な支援が行われました。

【修了生講話】
就職活動のこと、今の仕事のことなど経験談を交えて。

【就職相談＆面接会】 講習会場で介護事業所と面談・面接を実施。



今年は４３名が講習を修了し、それぞれの道へ進んでいきました。
修了者の感想をご紹介します。

講習を終えて

たくさんの出会いがあり、
人生において大きな転換
となりました。

介護未経験でしたが基
本的な知識から医療的
ケア、介護過程、現場
実習など一からわかり
やすく丁寧に教えてい
ただきました。

クラスの仲間が団結し、励
ましあいながら一人も外れ
ることなくゴールまでたど
りつくことができました。
辛くも楽しかった105日間
は生涯忘れることのできな
い宝物になりました。

介護技術、介護座学な
どを半年間じっくり学
べたことは、自分に
とって大きな力となっ
たと思います。

講師の先生方がとても熱心
で、介護に携わる方の思い
が本当に伝わってきて、私
たちにやる気や将来への希
望を持つ大きなモチベー
ションになりました。

小さな子がいて不安もあり
ましたが、たくさんフォ
ローしていただき安心して
受講することができました。



介護労働講習で学んだことは？

就職先を訪ねて

早田 恵美さん
(令和７年度修了者)

事業主さまから
メッセージ

社会福祉法人 永寿荘
特別養護老人ホーム  今羽の森 主任 長谷部 宏行 氏

実際に介護の仕事に就かれた感想は？

講習内容などについてのご感想は？

これから受講される方へメッセージをお願いします

普段の仕事ぶりはいかがですか？

これから受講される方へメッセージをお願いします

前向きに真摯に入居者様と向き合う姿は、入居者様、職員にとって大きな信頼と

なっています。これから夜勤などの変則勤務も始まりますが、体調に留意し、介護士

としての更なる成長へ繋げていってほしく思います。

介護は入居者様の人生や気持ちに寄り添う仕事です。入居者様からいただける笑顔や「あ

りがとう」の言葉は、介助者（職員）側の心も豊かにしてくれ、「嬉しい・楽しい」といっ

た気持ちや働きがいへと繋がります。皆さんも「介護が好き」「ここで働きたい」と思える

職場に出会えることを、心から願っています。

介護の基本的な知識や技術だけでなく、利用者一人ひとりの尊厳を大切にした関わり方や、
安全に配慮した介助の重要性を学びました。
また、施設見学や現場実習を通じて就職につながるきっかけにもなり、介護職未経験のわたし
にとって安心して学べる環境でした。

私の働く特別養護老人ホームでは、入居者一人ひとりに合った介助が求められ、講習で学ん
だ基本だけでは対応が難しい場面もあります。
現場で経験を積んだ先輩の工夫やアイデアから学び、日々成長を実感できる仕事だと感じて
います。
また、身体を使う仕事であるため、腰痛予防やボディメカニクスの重要性を強く実感してい
ます。

多様な現場経験を持つ講師から学ぶことで専門知識と介護の視野が広がり、
就職先の選択肢も高齢者施設だけでなく障がい者施設まで考えるようになりました。
また、半年間共に学んだ仲間と卒業後も励まし合える関係を築けたことも大きな成果です。

同じ施設で働く介護スタッフは新卒の方から60代の方まで幅広い年齢の方がいて、
自分に合った働き方を選びながら、人の生活に寄り添い 社会に役立つ長く続けられる仕事だ
と実感しています。
まずは未経験でも一歩踏み出してみませんか？介護の世界は学びながら成長できる環境です。
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